
　市内の小学 6年生の代表者19人が参加した「桶川市子ども
フォーラム」が、 8月2日㈬、市民ホールを会場に開催され
ました。
　「子どもフォーラム」は、桶川市の将来を担う子どもたち
が、自分たちの住んでいる桶川市のまちづくりについて意見
交換し、市への愛着や関心を高めることを目的に開催してい
ます。当日はテーマ別に 4 グループに分かれ討議を行い、
グループでまとめた内容を発表しました。各グループの発表
内容の概要をご紹介します。

桶川市長
小野　克典

～ 一人一人が　かがやき　元気いっぱいな　桶川市 ～

AグループAグループAグループAグループ
発表内容

「活気あふれるまち（産業観光）」BグループBグループBグループBグループ
発表内容

「緑あふれる、環境にやさしいまち（環境）」CグループCグループCグループCグループ
発表内容

「安心安全なまち（安心安全）」DグループDグループDグループDグループ
発表内容

　グループ作業では皆さ
んそれぞれが、積極的に
自分の意見を出し合って
いました。そして、短い
時間の中で協力し合い、
グループとしての考え方
をまとめ、わかりやすく
発表してくれました。子
どもたちからいただいた
貴重な提案は、今後のま
ちづくりに活かしていき
たいと思います。

「誰もが暮らしやすいまち（福祉・健康）」

参加者（敬称略・順不同）

西　　小：伊藤朱澄、菅野遥、太田百香
加 納 小：岩﨑琴稟、吉田十葉
川田谷小：石井里歩、小峯穂乃花
東　　小：戸倉翔大、吉原慎人、橘彩嘉、
　　　　　横木彩海
日出谷小：中島華恋、宮本康平
朝 日 小：野中佑里渚、下田莉子、畠史弥
桶 川 小：加藤勇気、巣瀬有加、中村紅玲

■課題
・老人ホーム、病院、大きな公園が少ない
・自然にふれあえる緑いっぱいの場所が少ない
　⇒人や自然との関わりが減ってしまう

■改善案
みんなが健康で楽しく暮らす
ことができる施設を造る
・気軽に遊べてスポーツもできる緑いっぱいの
　大きな公園
・住宅街に誰でも利用できる病院
・お年寄りの方とふれあえる老人ホーム

■課題
①ごみのポイ捨てによって
　道路にごみが落ちている
②住宅地に緑が少ない

■改善案
・市民参加型の「ごみ拾いデー」を作る
・ポイ捨て禁止のポスターを作り、注意喚起する
・道路の横に木を植えて緑を増やす
　⇒日影ができて、夏でも涼しく歩ける！

■将来像
日本で一番空気や環境が良い市にする

■課題
・観光施設や有名なものが少ない
・桶川市自体があまり有名でない

■改善策
・商業施設などで誰でも参加できるイベントを開催する
・中山道沿いのお店を整備する
　⇒外観は昔のまま、内装をリフォームし魅力アップ
・べに花やオケちゃんを使って駅周辺を華やかにする

■課題
①細い道や住宅街に街灯が少ない
　⇒夜に安心して外出できない
②自転車が歩道を通行していて危ない

■改善案
・もっと明るい街灯を設置する
・環境にも配慮した太陽光発電式の街灯にする
・ジョギングコースとサイクリングコースをつくり、
　明確に分ける

■将来像
街灯を設置して夜の事故を減らし「安全なまち」と
して有名にする

三上祐輝さん

この「子どもフォーラム」の紙面は、インターンシップに参加した学生が作りました。この「子どもフォーラム」の紙面は、インターンシップに参加した学生が作りました。

詳しくは 蜊秘書広報課
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あ
な
た
と
、あ
な
た
の
周
り
の
命
を
守
る

た
め
に
、覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

　
〝
こ
こ
ろ
〞
の
病
気
は
、
自
ら
命
を
絶
つ
よ
う

な
深
刻
な
事
態
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
う
つ

病
を
は
じ
め
と
す
る
〝
こ
こ
ろ
〞
の
病
気
は
、
ス

ト
レ
ス
の
蓄
積
が
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

「
病
気
や
介
護
な
ど
の
健
康
問
題
」
「
失
業
・
借

金
な
ど
の
経
済
問
題
」
「
過
重
労
働
や
職
場
の
人

間
関
係
」
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
の
要
因
は
年
齢
や
性

別
、
立
場
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
結
婚
や
就
職
・

昇
進
な
ど
、
明
る
い
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
も
不
調
の

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
〝
こ
こ
ろ
〞
の

赤
信
号
が
灯
る
前
に
、
自
分
の
周
辺
に
あ
る
ス
ト

レ
ス
要
因
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

□

　な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
、
夜
中
に
何
度
も
目

　が
覚
め
る

□

　長
時
間
眠
っ
た
の
に
、
熟
眠
感
が
な
い

□

　食
欲
が
な
い
、
食
べ
物
が
お
い
し
く
な
い

□

　ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、
涙
が
出
る

□

　何
も
す
る
気
が
し
な
い
、
楽
し
く
な
い
、
疲

　れ
や
す
い

□

　表
情
が
暗
く
、
元
気
が
な
い

□

　体
が
だ
る
い
、
頭
が
痛
い
、
め
ま
い
な
ど
体

　調
不
良
が
続
い
て
い
る

　
悩
み
や
不
安
を
抱
え
、
苦
し
ん
で
い
る

人
を
〝
命
を
断
つ
道
〞
へ
向
か
わ
せ
な
い

た
め
に
、
行
動
す
る
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

①
気
づ
く

　
「
最
近
、
表
情
が
暗
く
、
元
気
が
な
い

な
」「
ず
っ
と
体
調
が
悪
そ
う
だ
」
な
ど
、

周
り
の
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
「
元
気

が
な
い
け
ど
、
ど
う
か
し
た
の
？
」
「
調

子
悪
そ
う
だ
け
ど
、
眠
れ
て
い
る
？
」
な

ど
思
い
き
っ
て
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ

う
。
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
は
、

自
分
か
ら
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
知
ら

ず
知
ら
ず
に
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
っ
て

い
て
、
体
調
が
悪

化
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

②
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

話
を
聞
く

　
話
し
や
す
い
場
所
で
、
話
を
せ
か
さ

ず
、
ゆ
っ
く
り
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
ま

し
ょ
う
。
「
死
に
た
い
」
と
打
ち
明
け
ら

れ
て
も
、
う
ろ
た
え
ず
に
そ
の
気
持
ち
を

受
け
止
め
、「
大
変
だ
ね
」「
つ
ら
い
ね
」

「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」
な
ど
相
手
の
気
持

ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
ひ
と
と
お
り
話
を
聞
い
た
ら
、
「
話

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

注
意
す
べ
き
こ
と

＊
「
頑
張
ろ
う
」
「
元
気
出
し
て
」
「
死

ぬ
気
に
な
れ
ば
何
で
も
で
き
る
」
な
ど

安
易
な
励
ま
し
は
し
な
い
。

＊
「
あ
な
た
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
？
」

「
つ
ら
い
の
は
み
ん
な
一
緒
」
な
ど
批

判
や
否
定
を
し
な
い
。

＊
「
気
の
持
ち
よ
う
だ

よ
」
「
命
を
粗
末
に

し
て
は
い
け
な
い
」

な
ど
一
般
論
を
押
し

付
け
な
い
。

③
専
門
家
に
つ
な
ぐ

　
話
を
聞
く
こ
と
は
、
相
手
の
気
持
ち
を

楽
に
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
問
題

を
解
決
す
る
に
は
専
門
家
に
つ
な
ぐ
こ
と

が
必
要
で
す
。
医
療

機
関
の
受
診
は
抵
抗

感
が
あ
る
人
も
い
る

の
で
、
ま
ず
は
相
談

窓
口
に
相
談
す
る
よ

う
伝
え
ま
し
ょ
う
。

④
見
守
る

　
問
題
解
決
や
体
調
の
回
復
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
24
年
に
３
万
人
を

下
回
り
、
そ
の
後
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
県
で
も
平
成
21
年
の
１
，
７
９
６
人
を
ピ

ー
ク
に
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
平
成
28
年
の
自
殺
者
数
は
１
，
２
５
４
人
で
し

た
。
こ
れ
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
（
151
人
）

の
約
８
倍
で
す
。

　
桶
川
市
で
も
、
平
成
21
年
の
25
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
は
14
人
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

 ―
―

埼
玉
県
の
統
計
を
も
と
に
、
男
女
比
で
見
て

み
る
と
、
男
性
は
女
性
の
ほ
ぼ
２
倍
で
す
。
年
代

で
は
40
代
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

原
因
別
で
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
う
つ
病
な
ど
の

精
神
障
害
の
約
50
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

数
字
で
自
殺
を
考
え
る

あ
な
た
の
周
り
で
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を
発
し
て
い
る
人
が
い
た
ら…

東
日
本
大
震
災
被
災
者
等

　
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
会in

桶
川

　
多
重
債
務
や
失
業
な
ど
生
活
上
の
悩
み

や
こ
こ
ろ
の
健
康
（
心
身
の
不
調
、
不
眠

な
ど
）
に
つ
い
て
、
弁
護
士
・
司
法
書

士
・
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
・

臨
床
心
理
士
・
保
健
師
が
話
を
伺
い
、
改

善
策
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
被
災
者
以
外

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
気
軽
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
と
き
▼
９
月
20
日
㈬
午
前
11
時
〜
午
後

３
時
（
申
込
み
時
に
時
間
を
決
め
ま
す
。）

　
と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

　
申
込
み
・
問
合
せ
▼
「
暮
ら
し
と
こ
こ

ろ
の
総
合
相
談
会
」
事
務
局
☎
782
│
４
６

７
５
（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時※

９

月
20
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

　
期
間
中
、
桶
川
駅
周
辺
で
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発
物
品
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
）
を

配
布
し
ま
す
。

※

３
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
も
実
施
し
ま
す
。

★
さ
い
た
ま
　

い
の
ち
の
電
話

■
相
談
電
話
：
645
│
４
３
４
３
（
24
時
間

365
日
）

■
毎
月
10
日
の
み
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：

０
１
２
０
│

783
│

556
（
朝
８
時
〜
翌
朝
８

時
）

★
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
電
話
相
談
「
こ
こ
ろ
の
電
話
」

☎
723
│
１
４
４
７
（
月
〜
金
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
来
所
相
談

予
約
専
用
電
話
：
☎
723
│
６
８
１
１
（
月

〜
金
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

★
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
786
│
１
８
５
５（
月
〜
金
曜
日
、祝
日
を

除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

★
鴻
巣
保
健
所
（
精
神
保
健
担
当
）

☎
048
│

541
│
０
２
４
９
（
月
〜
金
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
ま
せ
ん
か
？

桶川市の
自殺者数

25

22

15

17

23

10

11

14

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28
交通事故に
よる死者数

自殺による
死者数

8倍

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
人
が

自
ら
命
を
絶
つ―

―

「
自
殺
」。

死
に
た
い
・
・
・

で
も
待
っ
て
！

生
き
た
い
！

・
・
・
い
つ
か
そ
う
思
え
る
は
ず
。

生
き
て
！

あ
な
た
は
だ
れ
か
に

愛
さ
れ
て
い
る
。

総
合
相
談
会

①

相
談
窓
口

②

― 

9
月
10
日
か
ら
16
日
は
　
自
殺
予
防
週
間
で
す 

―

自
ら
命
を
断
た
な
い
で自

殺
予
防
週
間
に
あ
わ
せ
て
、啓
発
活
動
を
し
ま
す

　〝
こ
こ
ろ
〞
の
赤
信
号
に

　
　
　気
づ
き
ま
し
ょ
う
！

　あ
な
た
や  

あ
な
た
の
周
り
の
人
に

　
　
　こ
ん
な
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
早
め
に
専
門
医

な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
人
が

自
ら
命
を
絶
つ
―
―
「
自
殺
」。

死
に
た
い
・
・
・

で
も
待
っ
て
！

生
き
た
い
！

・
・
・
い
つ
か
そ
う
思
え
る
は
ず
。

生
き
て
！

あ
な
た
は
だ
れ
か
に

愛
さ
れ
て
い
る
。
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災害から命を守ろう!

～自分の身は自分で守る～

▶ 災害が起きたら・・・▶ 災害が起きたら・・・

最低３日分（できれば１週間分）の水や食糧、生活物資などを備蓄。
特に水は必需品（１人１日３リットルが目安）緊急時の連絡先を確認

　地震や暴風などの災害を疑似体験し、防災を
楽しく学べます。講演会やイベントも行ってい
ます。詳細は防災学習センターにお問い合わせ
いただくか、ホームページをご覧ください。
住所：鴻巣市袋30番地
電話：048-549 -2313

　日出谷団地自主防災会では、防災に関する講
座を実施し、約50人が参加しました。防災知識
の向上と住民同士の交流が図れる講座となりま
した。他の自主防災組
織でも定期的に防災訓
練などの活動を行って
います。

（ 7 月17日 日出谷団地
集会所）

　自主防災組織とは、災害
による地域の被害を予防・
軽減するために地域住民主
体で作られ、いざというと
きに、防災活動の主力とな
る組織です。

　市では大規模災害が発生した場合、被災状況の調査を行い、避難所を開設します。避難所の運営は、市と
地域住民が協力して行います。また、市では災害が発生した場合に備え、避難所での生活に必要な食糧、生
活用品などを備蓄しています。そして、地震の揺れやすさや洪水での危険な地域などの災害
情報をわかりやすく記した「桶川市防災ガイド」の配布や、震度情報や気象警報情報をメー
ルで配信する「桶川市防災情報メール」の配信をしておりますので、日ごろの災害への備え
に活用してください。

暴風暴雨

○窓から離れる
埼玉県防災学習センター

桶川市防災情報メール▶

▶ 災害が起きる前に・・・▶ 災害が起きる前に・・・

　地震や暴風暴雨などの災害から命を守るためには、日ごろからどのような準備を
しておくべきか、いざという時には何をすればよいのか、改めて考えましょう。

～自分たちの地域は自分たちで守る～

地  震

家具の転倒防止

地域での防災を担うのは自主防災組織です地域での防災を担うのは自主防災組織です

自助について

共助について

自主防災組織の活動の様子

災害への対応を防災学習センターで学ぼう

市の取組みについて

○早めの避難 ○危ない場所は避ける

○正しい情報を入手○出口を確保○外に飛び出さない

○慌てず火の始末○身の安全を確保

詳しくは 蜊安心安全課
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